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秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
の
御
参
拝
を
拝
し
て

小
國
神
社
宮
司
　
打
田
文
博

平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
、
思
召
し
を
も
っ
て
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下
同
妃
紀
子

殿
下
の
御
参
拝
を
賜
わ
り
、
併
せ
て
十
二
段
舞
楽
を
御
覧
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
慶
事
は
、
当
社
の
歴
史
上
極
め
て
重
要
な
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
小
職
に
と
り
ま
し
て
も
身
に
余
る
光
栄
な
こ
と
で
し
た
。

此
度
の
お
成
り
は
、
当
県
開
催
の
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
に
御
臨
席
遊
ば
さ
れ
、

さ
ら
に
県
内
御
視
察
の
御
日
程
の
中
で
当
社
に
お
立
寄
り
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。
当
日
は
、
午
後
二
時
三
十
分
太
鼓
橋
前
に
て
お
出
迎
え
、
祢
宜
御
先
導
の
も
と
供

奉
員
・
随
従
員
に
石
川
知
事
、
水
口
県
議
会
議
長
、
樋
口
宮
務
主
管
ら
八
名
を
従
え
参

道
を
参
進
、
参
集
殿
よ
り
参
入
さ
れ
拝
殿
を
お
進
み
に
な
り
中
門
に
て
御
拝
礼
賜
わ
り

ま
し
た
。
次
に
舞
殿
前
特
設
テ
ン
ト
の
御
席
へ
御
移
動
に
な
り
、
十
二
段
舞
楽
の
中
か

ら
「
連
舞
」「
色
香
」「
蝶
の
舞
」「
太
平
楽
」
の
四
演
目
を
短
く
ま
と
め
御
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。
次
に
貴
賓
室
に
て
御
休
憩
の
後
午
後
三
時
三
十
分
、
当
社
で
の
御
日
程
を
予

定
通
り
お
済
ま
せ
に
な
り
、
奉
迎
者
の
万
歳
三
唱
の
な
か
御
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
間
両
殿
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
国
旗
小
旗
を
手
に
し
た
御
奉
迎
の
人
々
に
お

応
え
に
な
ら
れ
、
舞
楽
奉
仕
者
一
人
ひ
と
り
を
お
励
ま
し
い
た
だ
き
、
特
に
子
供
等
に

は
お
言
葉
を
お
掛
け
下
さ
る
な
ど
、
両
殿
下
の
お
優
し
い
お
姿
に
接
し
、
胸
熱
く
な
る

思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

実
は
、
御
参
拝
に
先
立
ち
十
三
日
夕
刻
、
お
泊
所
で
あ
り
ま
す
ホ
テ
ル
「
九
重
」
の

お
居
間
に
て
、
神
社
及
び
舞
楽
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
る
機
会
を
い
た
だ
き
出
向

い
た
の
で
す
が
、
両
殿
下
を
目
前
に
緊
張
の
あ
ま
り
十
分
な
御
説
明
が
出
来
な
か
っ
た

こ
と
、
反
省
頻
り
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
大
過
な
く
終
了
出
来
ま
し
た
こ
と
、
唯
々
大
神
様
に
感
謝

で
あ
り
ま
す
。
最
後
に
当
日
御
奉
迎
に
来
ら
れ
た
皆
様
、
係
員
と
し
て
御
奉
仕
下
さ
っ

た
関
係
者
、
そ
し
て
早
く
か
ら
準
備
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

拝殿前を御参進
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御
日
程
概
要
報
告

平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
（
日
）
快
晴

十二段舞楽を御覧

時

分

14

：

30

14

：

35

14

：

40

14

：

41

15

：

11

15

：

12

15

：

13

15

：

25

15

：

26

15

：

30

小
國
神
社
（
一
の
鳥
居
）
御
着

参
集
殿
　
御
着

御
参
拝

参
集
殿
　
御
発

御
席
　
御
着

小
國
神
社
十
二
段
舞
楽
御
覧

演
目
「
連
舞
」、「
色
香
」、

「
蝶
の
舞
」、「
太
平
楽
」

御
席
　
御
発

参
集
殿
　
御
着

貴
賓
室
　
御
着

貴
賓
室
　
御
発

参
集
殿
　
御
発

小
國
神
社
　
御
発

十二段舞楽御覧・御席図御休所・貴賓室
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舞楽奉仕者をお励まし賜る 十二段舞楽を御覧

舞殿横を御参進

太鼓橋前に御着

参道を御参進
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舞楽奉仕者をお励まし賜わる神社・御発

職員のお見送り 当日の全体風景

舞楽奉仕者一同
両殿下御使用の森山焼湯呑み
（謹製・松井　晴山氏）

舞殿提灯

十
二
段
舞
楽
奉
仕
者
御
芳
名

（
敬
称
略
）

〈
連
舞
・
蝶
の
舞
〉

大
場
　
勇
輝

鶴
見
　
祐
介

山
下
　
大
貴

鈴
木
　
雄
大

〈
太
　
平
　
楽
〉

大
場
　
脩
司

神
麻
　
敏
来

大
場
　
竜
士

大
塚
　
佳
毅

〈
色
　
　
　
香
〉

乗
松
　
邦
明

小
川
　
正
恭

指
南
役
　
大
場
　
輝
夫
　
　
以
下
師
匠


